
 

 

 

 

第 6回基本計画審議会における傍聴者数と意見・感想 

 

◇第 6回審議会傍聴者数 

 傍聴者数 

会場 一般 7人 

オンライン 一般 4人 

区職員 103人 

合計 114人 

※動画視聴回数（3月 9日 20時時点）：132回 

 

◇傍聴者意見 

（傍聴者A） 

〇広範な議論の展開自体大変興味深い時間でした。一方、改めて、危機感・不安感が再認識され、持続可能性、参加と

協働といった、時代の変化を反映して将来に向かってフォーカスがあてられる議論に感服しました。本当に安心できる社会作り

に進んでいける気がします。 

〇全体体系の階層整理は、中村委員の御指摘で大変わかりやすかったです。 

〇涌井委員の問題意識＝「公」に取り込まれた「共」の縮退、に対し、宮台先生の「自主的な『共』の再構築」という考え方

が、分析の状況認識と併せ良くわかりました。 

〇テクニカルな話ですが、マネジメント指針にある項目は、考え方の指針であると同時に、整備が必要なソフト・ハードのインフラ

のようにも思え、目標：目的に見えてしまうような印象を受けました。 

〇いつも、委員の皆さんの御意見に大変有意義な刺激をいただいています。 

 

（傍聴者B） 

本日はたたき台が示され、大変踏み込んだ意見交換があり参考になりました。私自身はたたき台を見たとき、計画を貫く考

え方が六点の羅列であり、中心が見えないような印象を受けました。 

区民のおかれた現状認識を再確認し、もっと鮮明に中心点を押し出してほしいと願っています。その点では、大胆に進められ

ることを求めます。 

 

（傍聴者C） 

初めての傍聴で、大詰めの議論かと思っていましたが、どんでん返しなのか、たたき台をもう一度練り直しみたいな議論となっ

て、しかも会長が有意義な議論ができたとまで言われたのには、驚きました。がしかし、尤もな議論で、わかり難さを分かり易く、

訴えるべきことがかなり整理されたような気がしました。いずれにしても、新鮮な議論が聞けたような気がしました。 

中村委員ご指摘の構成の再編成は賛成です。言葉が盛りだくさんで、それぞれの内容が明確でなかったり、言葉の意味が

わかり難いものになっていたりしたように感じていました。ワクワク感には、なんで？と唐突感と違和感がありました。ただ、人を誘う

言葉としての魅力は感じていました。ワクワク感は創るものではなく結果として感じるものなので、恐らく言葉の使い方の問題では

ないかと思います。 

持続可能な未来の確保、も意味や意図はわかるように思うのですが、方針としてのキャッチフレーズとしては馴染まないよう

な、ぎこちないように感じます。 

涌井委員が指摘された「非常時の常態化」と「中間層の分断」が表現されていないような気がしました。自然災害の甚大

化、都市洪水の危険性やヒートアイランドの激化等々地球温暖化に伴う危険性は大きくなるばかりで、どう取組んでいくかが問

われてはいるが、これは環境審議会等での議論で方向性は示されていることから、これを具体化するための横断的施策の方向

性とバックボーンを整理するのが基本計画の役割ではないでしょうか？さらに大きな問題は、「社会不安」ではないでしょうか？
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広域強盗犯は言うに及ばず、凶悪犯やドメスティックバイオレンス、家庭での虐待等々社会がどうも荒んできている、このままで

はどうなるのであろうかとの不安、一方で子どもを産める環境があるのかどうか、少子高齢化を子ども手当によって少しでも解決

できると真剣に思っている人は恐らく皆無だと思いますが、産みたいと思えるような社会環境をどうつくっていくか、取り戻していくか

は、実は一番大きな問題のような気がします。 

これら深刻で複雑で解決策が見通せない中で、どう暮らしていくのか、どのようなまちづくりをしていくのか、それはどんな世田谷

なのか？解決はできなくても、解決に向かって小さな幸せを積み重ねていこう、この街はそれに応えてくれると思います、との基本

計画を期待しています。 

昨日の議論では明確にはなっていませんでしたが、全体を貫いている「参加と協働」。これは大場区政以来、ずーっと言われ

てきている言葉であり考え方ではありますが、保坂区政でそれは進んだのでしょうか？大場区政は進めました。熊本区政では後

退。では、現在、条例や制度はどんどん充実してきていますが、参加と協働はどうなのでしょう？その検証はできているのでしょう

か？私が知らないだけかもしれませんが、町会や商店会が参加しているようなものでは、「自治」の実現は形式ばった内容のな

いものになっていくのではないでしょうか？既成の団体よりも個人が参加できるしくみの方が大事ではないのでしょうか？個人でも

動かしうる、それには共感者共鳴者が加わって行けるようなしくみがつくってあって、そのときに柔軟に間を取り持ったり具体化のた

めの種々の支援をしたり、行政と専門家が必要になるのではないでしょうか？この仕組みを標榜できる基本計画を望みたいで

す。 

 


